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.121  

Vol.2～

あじけん通信 自動車運転免

許学科試験の

受験会場 

栃木県運転免

許センター 

５月に入りました。先月お知らせした当校の新しい取り組み「日本語自動車運転免許講習」において特定技能の在

留資格を持つインドネシア人のムハマド リフキさんが見事に準中型運転免許試験に合格しました。その後、第 2 期

生として講習を受講した中国人 4 名も無事自動車教習所を卒業し、普通自動車運転免許学科試験にも合格して、日本

の運転免許証を手にしています。特定技能外国人ドライバー候補者を対象とした中型・大型免許や二種免許取得に向

けた支援コースも実施しておりますので、ご興味のある方々は、是非お問い合わせください。 

あじけんスコープ Vol.142 ～レベルチェックテスト、修了テストの点数について～ 

 

 

先月号でレポートした日本語運転免許 

取得講習受講中だったインドネシア人特定技能者

ムハマド リフキさんが、先週、無事自動車教習所を

卒業し、学科試験にも見事合格、準中型の運転免許

証を取得することが出来ました！ 

今後はトラックドライバーとしても活躍するこ

とでしょう。 

リフキさん、安全運転で頑張ってくださいね！ 

 

はじめまして。わたしは リフキです。日本

に６ねんいます。わたしのしごとは、けんせつ

ぎょうです。わたしは きょうしゅうじょにい

きましたが、日本でめんきょをとるのはおもっ

たほどかんたんではありませんでした。いま、

めんきょをとれて、とてもうれしいです。 

 

今年 4 月よりスタートした新カリキュラムに伴い、レベルチ

ェックテスト、修了テストも内容を変更しました。 

レベルチェックテストではリスニングの内容を、来日前に最

低限身に付けておいてもらいたい力を図るために JLPT（日本語

能力試験）の N5 レベルとしました。その結果難易度がこれまで

のテストより下がったことで、平均得点が上がっています。 

まだ、実施した回数が少ないため、統計的なことは出せません

が、報告書に記載される点数に以前と違いが出てくると思いま

すので、前もってご報告させていただきます。 

なお、修了テストに関しては、まだ実施回数が少ない為、新し

い傾向が確認できた時点で、再度ご報告させて頂きたいと思い

ます。 
レベルチェックテストを受ける実習生の皆さん 

念願の準中型運転免許証を手にして笑顔のリフキさん 
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念願の運転免許証を手にして笑顔のリフキさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真 4：実習生が書いた学習の記録 

※ 当校ホームページ http://www.ajiken.jp/ から「あじけん通信」バックナンバーもご覧になれます。 

あじけん流日本語授業

今月のあじけん流日本語授業は、先月のあじけん通信でお伝えした「学習の記録」を使った授業をご紹介します。

「学習の記録」は実習生の日本語学習へのモチベーション維持、向上を目的とし、今年の 4月、新カリキュラム開始

と同時に始めました。 

 「学習の記録」は、この講習期間で身に付けてもらいたいことが項目にしてあります。その項目を授業スタート時

に、自分で出来るかどうかチェックします。そして、日本語の学習が終了する最終日に、改めて、その項目が出来た

かどうかをチェックします（写真①）。「×」や「△」が「〇」に変わると、実習生もうれしいですが、担当講師も自

分の達成感を目に見ることができ、とてもうれしくなります。 

 そのほか、「日本語でチャレンジしたこと」を書くというページもあります。ここは、講習中、日本語でしたこと、

例えば「駅でトイレはどこか聞いた」などを書く欄です。実習生は、そういった経験はあまりないかもしれないので

はないかとカリキュラムが始まる前に講師間で心配していましたが、ほとんどの実習生が何かしら、学校外で日本人

とコミュニケーションを取っていました。その内容を教室でお互いに発表もしました。「ラーメンやで にほんじんに 

どうやってちゅうもんするか ききました」「くつをかいたいです。でも サイズがわかりませんから、てんいんに 

ききました。これは しちゃくしても いいですか」など、様々な経験談を聞くことが出来ました。発表後はお互い

に質問をしあったり、確認をしたりしました。実習生からは、他の実習生がいろいろなチャレンジをしているのを聞

き、やってみたいという意見も聞くことが出来ました。 

 まだ試行錯誤中ですが、実習生が自然と日本語学習をしたくなるような、自発的に学習する力が身に付くような、

そういった授業や、仕掛けを考えていきたいと思います。 

 ぜひ実習先でも実習生に声をかけていただければ幸いです。ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

写真 1：学習項目を改めてチェックします 

～「学習の記録」を使った授業～ 

写真 2：「チャレンジしたこと」を発表 

写真 3：質問もたくさん出ました 

スーパーで これは あまいですか、

すっぱいですかと ききました。 

どこの ラーメンや ですか？ 

おいしかった ですか？ 

ラーメンやで ちゅうもんの 

しかたを ききました 

http://www.ajiken.jp/

